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平成２５年第６回羽幌町議会定例会会議録 

 

〇議事日程（第２号） 

平成２５年１２月１３日（金曜日） 午前１０時００分開議 

 

第 １ 会議録署名議員の指名                           

第 ２ 諸般の報告                                

第 ３ 報告第 ５号 平成２５年度定期監査報告（第２次）について         
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第 ６ 議案第５４号 羽幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例        

第 ７ 議案第５５号 羽幌町立公民館条例の一部を改正する条例           

第 ８ 議案第５６号 乳幼児等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例    

第 ９ 議案第５７号 羽幌町簡易水道設置条例の一部を改正する条例         

第１０ 議案第５８号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第８号）        
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第１３ 発議第１０号 各委員会の閉会中の継続調査及び審査について         

第１４ 発議第１１号 羽幌町中心市街地活性化等調査研究特別委員会の設置並びに委員 

           の選任について                       
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    ◎開議の宣告 

〇議長（室田憲作君） これから本日の会議を開きます。 

 

（午前１０時００分） 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（室田憲作君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、 

  １０番 熊 谷 俊 幸 君    １番 森     淳 君 

を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（室田憲作君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 本日の議事日程表は、会議規則第２１条の規定により、配付いたしましたので、ご了承

願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎報告第５号 

〇議長（室田憲作君） 日程第３、報告第５号 平成２５年度定期監査報告（第２次）に

ついてを議題とします。 

 本案について代表監査委員の報告を求めます。 

 代表監査委員、長谷川一志君。 

〇代表監査委員（長谷川一志君） ただいま議題となりました平成２５年度定期監査報告

（第２次）について、内容のご説明を申し上げます。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、定期監査を実施したので、同条第９項の

規定によりその結果を別紙のとおり報告をいたします。 

 １ページをお開き願います。定期監査報告書。 

 １、監査の時期及び対象でありますが、駒井監査委員とともに平成２５年１０月２２日

から１０月３１日までのうち８日間にわたり社会教育課ほかごらんの対象機関を実施した

ところでございます。 

 ２、監査の対象とした事項は、財務に関する事務の執行が適正かつ効率的に行われてい

るかを主眼として、提出された関係書類、帳簿等に基づきその内容を確認するとともに、

関係職員からの聞き取りにより実施をいたしました。 

 ３、監査の結果でありますが、財務に関する事務についてそれぞれ適正な執行に努めら

れたものと認められました。 

 主な内容については、次のとおり報告をさせていただきます。２ページをお開き願いま
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す。最初に、福祉課について申し上げます。（１）、社会福祉状況、①、福祉タクシー利

用状況であります。障がいの程度に応じましてハイヤーの乗車券を該当者に年間２４枚、

１２枚を交付しているものでありますが、２５年度９月末現在の総交付枚数は２，１９６

枚で、うち総利用枚数は６５９枚となっております。 

 次に、②の児童手当支給状況では、２４年度、２５年度９月末現在の受給者等をあらわ

したものでございます。 

 ③の保育所入所状況では、１０月１日現在の園児在籍数は前年同期に比較し４人減少し、

合計で４４人となっております。 

 ３ページをお開き願います。④の地域福祉基金状況から⑥、福祉バス利用状況につきま

しては、説明を省略をさせていただきます。 

 ⑦の老人クラブ等助成金交付状況では、前年同期に比較し、団体数は９団体で増減はあ

りませんが、会員数は１人減少し、２６４人となっております。交付決定額は、８５０円

減で、前年度とほぼ同額の１２１万６，０２０円であります。以下、省略をいたします。 

 ４ページをお開き願います。⑨、敬老記念品贈呈状況でありますが、満８８歳と満１０

０歳以上の方々に対しまして前年度より２人少ない６２人に記念品が贈呈となったところ

でございます。 

 （２）、国保医療状況の①、各医療費支出状況では、会計区分ごとの扶助費等の費用を

あらわしたものでございます。内容は、記載のとおりでありますので、以下省略をさせて

いただきます。 

 ５ページをお開き願います。（３）、各種検診状況と次のページ、６ページの（４）、

各種予防接種受診状況は、検診及び予防接種区分ごとの対象者数等を２４年度実績と２５

年度９月末現在の状況をあらわしたものでございます。ごらんをいただくことにより、省

略をさせていただきます。 

 ７ページをお開き願います。（５）、すこやか健康センター利用状況及び（６）、介護

認定状況、それと次のページ、８ページの②、平成２５年９月末現在までの説明は、省略

をさせていただきます。 

 下段の③、介護認定累計状況では、平成１２年４月から平成２５年９月末現在の人数等

の実績であります。上段の申請受け付け者数は、前年同期との比較では９２人増の１，６

２５人となっております。 

 次の９ページ、（７）、特別養護老人ホームについては、省略をさせていただきます。 

 １０ページをお開き願います。（８）、介護保険給付状況の①、居宅介護、居宅支援サ

ービス費の２４年度実績では、前年度に比較しまして件数で７８３件、受給額で３，２５

４万８，６２８円、いずれも増となってございます。 

 １１ページをお開き願います。②の介護保険給付費等準備基金状況から以下１２ページ

の（１０）、緊急通報装置設置状況まで、ごらんをいただくことにより、説明は省略をさ

せていただきます。 
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 次に、１３ページをお開き願います。町民課について申し上げます。（１）、総合受け

付け状況及び（２）、行政サービスコーナー利用状況については、記載のとおりの内容と

なってございます。 

 １４ページをお開き願います。（３）、公営住宅管理状況、①、管理戸数及び入居状況

の下段にあります空き家戸数は１０３戸で、前年同期より１１戸増となっております。 

 （４）の平成２４年度集会所利用状況から（６）、霊園管理状況までの説明は、省略を

させていただきます。 

 （７）、ごみ収集業務委託状況の①、運搬業務委託料の契約額は、３地区とも２４年度

実績額と同額でありまして、合計契約額は５，０７０万円であります。 

 次に、１５ページの②、地区別ごみ収集状況につきましては、省略をさせていただきま

す。 

 １６ページをお開き願います。（８）、入浴割引券交付状況、（９）の海鳥保護基金状

況につきましても省略をさせていただきます。 

 （１０）、北海道海鳥センター入館者状況でありますが、２５年度９月末現在の入館者

数は前年同期に比較して２，５１４人増の１万８，０７５人であります。また、平成９年

度オープン以来の累計では、３１万６，９１１人となっております。 

 １７ページをお開き願います。（１１）、地方バス通学定期運賃補助金交付状況であり

ます。２５年度の通学対象者２４名に対して定期運賃の額に１００分の１５を乗じて得た

補助金額は、１００万６，８００円となっております。 

 （１２）、平成２４年度生活路線バス維持費補助金交付状況でありますが、羽幌町が関

与する対象路線の補助金額のうち羽幌町の補助金交付額は、表の一番右下の合計で４６４

万５，０００円となっております。 

 以下、１８ページの（１４）、交通安全指導員出動状況、（１５）、町内循環バスほっ

と号利用状況までの説明は、省略をいたします。 

 １９ページをお開き願います。財務課について申し上げます。（１）、町税収納状況で

ありますが、９月末現在の収納率を合計欄で申し上げますと、現年度分と滞納繰り越し分

の合計は６１．６０％で、前年度に比較し０．５５ポイント上昇しております。 

 以下、２０ページの（２）、保険税収納状況、（３）、税外収納状況の説明は、省略を

させていただきます。 

 ２１ページをお開き願います。（４）から（６）までの各基金、納付金状況は省略をさ

せていただきまして、（７）、契約状況の地籍調査事業、業務委託料の契約金額は４，４

１０万円であります。事業の施行面積は３８．６１平方キロメートルで、施行区域は一部

本調査が中央、朝日及び高台の各一部となっております。 

 ２２ページをお開き願います。出納室について申し上げます。有価証券及び出資による

証券の保管状況でありますが、株券等は会計管理者において保管されており、９月末現在

の合計額は５，３１４万４，０００円で、前年同期と同額でございます。 
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 ２３ページをお開き願います。総務課について申し上げます。（１）、職員配置状況で

あります。表の右下の合計欄に記載のとおり定数１６０人に対しまして現員数は１２９人、

定数外職員は１００人の合計２２９人であります。前年同期に比較し、定数の増減はあり

ませんが、現員数が１人減少しております。 

 以下、２４ページまでの各基金につきましては、省略をさせていただきます。 

 ２５ページをお開き願います。教育委員会所管であります。学校管理課について申し上

げます。（１）の奨学基金運用状況では、基金運用額は前年度と同額の１，４７２万円で、

内訳は表の右側に記載のとおり、貸付金が４９５万円、現金は９７７万円であります。 

 （２）、私立幼稚園就園補助金交付等状況についてでありますが、①、補助対象園児数

は６月１日現在合計１００人であります。前年同期に比較し、藤幼稚園では３人増の２９

人、まき幼稚園では１０人減の７１人となっております。②の補助金交付状況では、交付

決定額は９５９万８，２００円で、前年度より９６万２，４００円減少しております。 

 次の２６ページ、（３）、スクールバス利用状況は、記載のとおりの内容となってござ

います。 

 ２７ページをお開き願います。小学校、中学校の現況についてであります。１０月１日

現在の児童数、生徒数を前年同期に比較しますと、羽幌小学校では３２８人で２人増とな

っておりますが、羽幌中学校では１２人減の１４９人となっております。以下、省略をさ

せていただきます。 

 ２８ページをお開き願います。社会教育課について申し上げます。（１）、郷土資料館

入館状況、（２）の焼尻郷土館入館状況は省略をさせていただきまして、（３）の体育施

設利用状況の９月末現在増となりました主な施設は、南町運動広場で３，７０５人、中ほ

どにあります陸上競技場で２，４９５人、野球場で９，８８７人でありますが、全体では

１万８，６３２人増の合計９万１１３人となっております。 

 ２９ページをお開き願います。（４）、文化協会加盟団体状況、（５）、体育協会加盟

団体状況でありますが、前年同期に比較して加盟団体数は２団体とも増減はありませんが、

会員数は文化協会で８５人減の５８５人、体育協会は４５人減の６７６人といずれも減少

しております。 

 （６）の中央公民館利用状況では、９月末現在１万８，８２３人で、前年同期より２，

１５１人増加しております。 

 （７）、図書館利用状況は、記載のとおりの内容となってございます。 

 以上で平成２５年度第２次定期監査報告といたします。よろしくご理解賜りますようお

願いを申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから監査報告の内容について、監査委員に対して質疑を行い

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 
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 討論は、議会の運営に関する基準に基づき省略します。 

 これから報告第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、報告第５号 平成２５年度定期監査報告（第２次）については原案のとお

り承認することに決定しました。 

 

    ◎議案第５２号 

〇議長（室田憲作君） 日程第４、議案第５２号 消費税率及び地方消費税率の改定に伴

う関係条例の整備に関する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） ただいま上程されました議案第５２号 消費税率及び地方消

費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例につきまして、提案理由とその内容をご

説明申し上げます。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行う

ための消費税法の一部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号）及び社会保障の安

定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部

を改正する法律（平成２４年法律第６９号）の公布により、消費税法（昭和６３年法律第

１０８号）及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部が改正されることに伴い、

町で制定している各条例における使用料等の改定を行うため、これに係る整備条例を制定

しようとするものであります。 

 消費税につきましては、平成２６年４月１日から現行５％が８％となることから、これ

に合わせて使用料等を改正しようとするものであります。 

 条文の説明ですが、消費税率の改正と内容説明もあることから、１３の条例の順番どお

りそれぞれの担当課長から説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（室田憲作君） 引き続き内容説明を求めます。 

 第１条、学校管理課長、熊木良美君、第２条から第５条まで、社会教育課長、杉沢敏隆

君、第６条及び第７条、産業課長、江良貢君、第８条、福祉課長、鈴木典生君、第９条、

町民課長、水上常男君、第１０条、産業課長、江良貢君、第１１条、社会教育課長、杉沢

敏隆君、第１２条、第１３条及び附則、建設水道課長、安宅正夫君、以上第１条から順に

所管課長による説明を願います。 

〇学校管理課長（熊木良美君） それでは、私のほうから羽幌町スクールバス設置条例の

一部改正についてご説明をさせていただきます。 
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 第１条 羽幌町スクールバス設置条例（平成２年羽幌町条例第２号）の一部を次のよう

に改正する。 

 別表第２を次のように改める。 

 別冊の新旧対照表を使って説明させていただきます。１ページをごらんください。１ペ

ージの表面にその１、上羽幌線、裏面にその２として曙線を登載しております。各停留所

ごとの区間料金を登載し、左の表から現行、右の表が改正後となっております。 

 改正の内容につきましては、現行料金の税抜き金額に８％を乗じ、１０円未満を切り捨

てした料金の見直しであります。改正箇所に下線をお引きしておりますが、２１０円から

４１０円の範囲において１０円、４３０円から６００円の範囲においては２０円の増額と

なるものです。 

 以上、改正状況であります。 

〇社会教育課長（杉沢敏隆君） 続きまして、第２条から第５条までを私のほうから説明

させていただきます。 

 （羽幌町焼尻郷土館設置条例の一部改正） 

 第２条 羽幌町焼尻郷土館設置条例（昭和５３年羽幌町条例第１３号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 別紙資料の２ページですけれども、羽幌町焼尻郷土館設置条例新旧対照表をごらんいた

だきたいと思います。改正箇所は、現行及び改正後（案）にアンダーラインをして記して

あります。別表、普通観覧料の項中３１０円を３２０円に改めるものでございます。この

観覧料でございますが、現行の観覧料の税抜き金額３００円に８％を乗じ、１０円未満を

切り捨てたものが改正後の金額でございます。 

 次に、羽幌町総合体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正。 

 第３条 羽幌町総合体育館の設置及び管理に関する条例（昭和４７年羽幌町条例第１３

号）の一部を次のように改正する。 

 別紙資料の羽幌町総合体育館の設置及び管理に関する条例新旧対照表をごらんいただき

たいと思います。別表、使用料の料金の欄中の金額でございますが、現行の使用料の税抜

き金額に８％を乗じ、１０円未満を切り捨てたものが改正後の金額でございます。金額の

読み上げについては省略させていただきます。 

 次に、４ページ目、羽幌町武道館設置条例の一部改正。 

 第４条 羽幌町武道館設置条例（昭和５２年羽幌町条例第１号）の一部を次のように改

正する。 

 別紙資料の新旧対照表をごらんいただきたいと思います。別表、羽幌町武道館の部、１

日の項中３，１５０円を３，２４０円に改め、同部、半日（４時間以内）の項中２，１０

０円を２，１６０円に改めるものでございます。 

 次に、５ページ目、羽幌町運動広場の設置及び管理に関する条例の一部改正。 

 第５条 羽幌町運動広場の設置及び管理に関する条例（昭和６０年羽幌町条例第３号）
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の一部を次のように改正する。 

 ここで条例文の訂正をお願いいたします。第５条の中ほどでございますが、別表２中と

あります。その次の行です。１時間内以内の場合２，３１０円を１時間以内の場合２，３

７０円にとありますが、この１時間を２時間に訂正をお願いいたします。次の行も同様に

１時間を３時間に訂正願います。 

 それでは、別表の新旧対照表をごらんいただきたいと思います。別表１中３，１５０円

を３，２４０円に、それから２，１００円を２，１６０円に改めるものでございます。 

 別表２中１時間内以内の場合１，２６０円を１時間以内の場合１，２９０円に、２時間

内以内の場合２，３１０円を２時間以内の場合２，３７０円に、３時間内以内の場合３，

３６０円を３時間以内の場合３，４５０円に、１，０５０円を１，０８０円に、資料の次

のページですが、２６０円を２７０円に、１３０円を１４０円に改めるものでございます。 

 それから、別表３の１日の項中４万７，２５０円を４万８，６００円に、５，２５０円

を５，４００円に改め、同表、半日の項中２万６，２５０円を２万７，０００円に、それ

から３，１５０円を３，２４０円に改めるものでございます。 

 以上でございます。 

〇産業課長（江良 貢君） それでは、第６条、羽幌町勤労者研修センターの設置及び管

理に関する条例の一部改正についてご説明いたします。 

 同条例の第８条に使用料を定めております。配付されている新旧対照表の７ページをご

らんください。使用料は、別表のとおり研修室、談話室などに時間ごとに設定しておりま

すが、これにそれぞれ消費税相当額を加え、改定するものであります。また、時間区分を

備考に記載しておりましたが、表の中に表示を行うなど一部を字句修正をいたしておりま

す。 

 引き続き第７条、羽幌町いきいき交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

について説明いたします。同条例の第９条に利用料金について別表第１に定める上限額を

超えない範囲で指定管理者が定めるものと規定されております。 

 配付されている新旧対照表の８ページをごらんください。１、宿泊料につきましては、

和室及び洋室で９，４００円を９，７００円に、洋室（特別室）は１万９，５００円を２

万１００円とするものでございます。 

 ２、貸室・休憩料につきましては、交流ホールを初め研修室、小会議室、和室の料金に

ついて改定をしております。 

 ３、入浴料につきましては、子供が３００円から４００円に、大人が６００円から７０

０円に改定しております。いずれの料金につきましても消費税相当額を加え、上限額を定

めたものであり、現行料金の値上げにつきましては指定管理者と協議してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

〇福祉課長（鈴木典生君） 続きまして、羽幌町老人福祉センター設置条例の一部改正に



 - 57 -

つきましてご説明申し上げます。 

 第８条、羽幌町老人福祉センター設置条例の一部を次のように改正する。 

 別表を次のように改める。 

 別表（第８条関係）。 

 配付されています新旧対照表の９ページをごらん願います。羽幌町老人福祉センター設

置条例第８条、（使用料）により許可を得て老人福祉センターを目的外の用途で使用した

場合にあっては、別表により使用料を徴収することとなっておりますことから、提案理由

により使用料等を改正するものでございます。 

 あわせまして、別表内の文言の整理と暖房使用料における使用料の徴収期限を明記した

ものでございます。 

 詳細につきましては、新旧対照表をごらんいただき、説明を省略させていただきます。 

〇町民課長（水上常男君） 次に、第９条、羽幌町霊園の設置及び管理に関する条例の一

部改正について、新旧対照表の１０ページになります。 

 第１３条第２項の臨時使用料５，２５０円を５，４００円に改め、第１４条第１項の管

理料２，１００円を２，１６０円に改めるものであります。 

 以上であります。 

〇産業課長（江良 貢君） 第１０条、羽幌町漁村環境改善総合センターの設置及び管理

に関する条例の一部改正についてご説明いたします。 

 同条例の第７条に使用料を定めております。配付されている新旧対照表の１１ページを

ごらんください。休養室、会議室ともにそれぞれ時間ごとに使用料、暖房料を定めており

ますが、改正案のとおり消費税相当額を加え、改定するものでございます。 

 以上です。 

〇社会教育課長（杉沢敏隆君） 続きまして、第１１条、羽幌町都市公園条例の一部改正。 

 第１１条 羽幌町都市公園条例（昭和４４年羽幌町条例第１４号）の一部を次のように

改正する。 

 別紙新旧対照表の１２ページをお願いいたします。別表２、競技会、展示会その他これ

に類する催しの項中２，０００円を２，１６０円に改めるものでございます。 

 それから次に、別表４、３，１５０円を３，２４０円に、２，１００円を２，１６０円

に、５，２５０円を５，４００円に、資料の次のページですが、１，０５０円を１，０８

０円に、３１０円を３２０円に改めるものでございます。 

 以上でございます。 

〇建設水道課長（安宅正夫君） 次に、羽幌町道路占用料徴収条例の一部改正の主な内容

についてご説明申し上げます。 

 道路占用料は、土地の貸し付けに係る対価として消費税は非課税の扱いでありますが、

一時的に使用される貸し付けの場合、政令の定めるところによりまして貸付期間が１カ月

未満である道路占用料は課税の対象となります。この道路占用料は、外税表示を採用して



 - 58 -

おりますことから、今回の改正から税率を記載せずに消費税等の額を合算する方法で規定

を整備する内容であります。 

 第１２条、羽幌町道路占用料徴収条例（昭和２９年羽幌町条例第３号）の一部を次のよ

うに改正するものであります。 

 皆様に配付させていただいた新旧対照表１４ページをごらんいただきたいと思います。

現行左側、第２条中１００分の１０５を乗じて得た額を改正後、右でございます。消費税

法（昭和６３年法律第１０８号）に定める消費税の税率を乗じて得た額及びその額に地方

税法（昭和２５年法律第２２６号）に定める地方消費税の税率を乗じて得た額を合算した

額を加えた額に改め、同条に次の１項を加えます。 

 第２項、前項の占用料の額に１円未満の端数が生じたときは、その端数は切り捨てるも

のとするの改正内容でございます。 

 次に、羽幌町港湾管理条例の一部改正についてでございますが、羽幌町道路占用料徴収

条例の一部改正と同様に外税表示を採用しておりますことから、税率を記載せずに消費税

等の額を合算する方法で規定を整備する内容でございます。 

 第１３条 羽幌町港湾管理条例（昭和４２年羽幌町条例第３号）の一部を次のように改

正する。 

 配付資料の新旧対照表１５ページをごらんいただきたいと思います。現行左側、第１２

条第２項中料金のほか、消費税として前項の規定による料金の５パーセントに相当する額

を改正後、右でございますが、料金に、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）に定める

消費税の税率を乗じて得た額及びその額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）に定め

る地方消費税の税率を乗じて得た額を合算した額を加えた額に改めるものでございます。 

 次に、提出議案のほうに戻っていただきまして、附則でございますが、附則、施行期日、

第１項、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 経過措置、第２項、施行日の前日から施行日にかけて羽幌町いきいき交流センターの設

置及び管理に関する条例に規定する交流センター又は羽幌町老人福祉センター設置条例に

規定する老人福祉センターを利用する者に係る使用料等については、なお従前の例による。 

 以上であります。よろしくご審議、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５２号について質疑を行います。 

 ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 先般水道料金に関しては、総務産業常任委員会のほうに説明があ

って、今度の消費税アップされたとすれば、その分を住民負担増にならないように基本料

金を下げる方法で対応したいというお話はたしか受けたと思っております。それ以外につ

いてのこうした料金について今回この提案になったのだろうと思うのですが、水道料金の

ようなできるだけ住民負担増にならないような方向で検討したいということを考えつつも、

それは可能ではないので、こういう提案になったというふうに理解すべきなのか、その辺

の検討、どういう検討の結果、こういう条例になったのかということを説明していただき
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たいと思いますが、お願いします。 

〇議長（室田憲作君） 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） 今回の提案につきましては、一般会計の中でのそれぞれの使

用料等の改定であります。ご質問のあった水道関連につきましては、企業会計ということ

で独立採算している中での採算を考えた中での抑えるということで、将来にわたっては考

えるというような中での提案だったと思います。今回に関しましては、消費税をそれぞれ

根拠としておりますので、全体予算の中で使用料等についてはもらうと。羽幌町から歳入

及び歳出においては、今提案いたしましたとおり歳入におきましてはこのような形で確保

を図りたい、それから歳出におきましてもいろんな面で消耗品ですとかさまざまな形で消

費税が支出をされるというような中でのアップということでございます。 

〇議長（室田憲作君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 今回は、一般会計の中の部分でそれぞれ消耗品などにも消費税が

かかってくるということでの対応だという回答でありましたけれども、水道料金は事業会

計ですから、消費税分は別個に税務署のほうに納めるということが発生するのだと思うの

ですけれども、今回いろいろ公民館の使用料とか体育館の使用料等々は使用料として収入

を得た分から消費税分を別個にストックして消費税として納めるような性格のものではな

いと私は理解していましたけれども、その辺ちょっと確認したいと思うのですが、お願い

します。 

〇議長（室田憲作君） 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） おっしゃるとおり、企業に関しましては当然納税義務があり

ますが、町等この一般会計につきましては消費税については納税義務は発生しません。た

だ、全体予算の中では収入を確保するという観点の中でこのような形で提案をさせていた

だいているということです。 

〇議長（室田憲作君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 今回１３条までにわたって、これがほぼ全てなのかどうか私はわ

かりませんが、水道料金のようにいろいろ住民の負担増とか経済負担とかも考えて、消費

税、今度３％値上げされますが、それに合わせての料金を引き上げることを控えたという

ようなものはほかにあるかどうか、その点をお願いいたします。 

〇議長（室田憲作君） 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） もともと使用料等が無料ですとか、そういうものについては

当然反映するべきではありませんので、それについては入っておりません。それから、ス

キー場に関しましては今回開始がもう今月ということで間に合わないというような形で、

今回については見送りをさせてもらっています。 

〇議長（室田憲作君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 
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 これから討論…… 

（何事か呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４５分 

再開 午前１０時４５分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 消費税の引き上げについては、私も国会で審議されている当初か

ら反対という考えでおりました。それで、今般もう来年の４月から引き上げする法整備な

ども整っているという事態ではありますけれども、先般の水道料金に対する対応について

は私は非常によかったと思って評価をしておりました。今日提案されたこの内容について

は、先ほど伺ったところでは消費税として納める義務の発生しないものであるということ

からすれば、一律に３％分を引き当てた金額で使用料金等々を値上げをするということは

いかがなものかと。やはり自治体の責務としては、住民の生活や経済の状況などを鑑みて、

町の考えられる範囲内で行えるものであればできるだけ料金は引き上げないで据え置くと

いう方向で対応を考えるべきものではないのかという立場から、今回の消費税引き上げに

合わせた条例提案には反対をいたします。 

〇議長（室田憲作君） １番、森淳君。 

〇１番（森  淳君） 私賛成の立場で発言をさせていただきます。 

 理由にも書いているとおり、少子高齢化が進み、社会保障の財源が非常に不足している

という現状の中、やはり国民としてそれぞれが一定の負担をしながらお互いに助け合って

いかなければならないこの国の現状だと思います。それで、町の部分に関しては先ほど説

明もあったように、全ての経費に関して今後消費税アップしたものがかかってくるわけで、

我々町民としてもやはりこういう形の協力はすべきだという観点で賛成いたしたいと思い

ます。 

〇議長（室田憲作君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（何事か呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 済みません。暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１０時５０分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから議案第５２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の議員はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（室田憲作君） 起立多数と認めます。 

 したがって、議案第５２号 消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に

関する条例は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第５３号 

〇議長（室田憲作君） 日程第５、議案第５３号 羽幌町税条例の一部を改正する条例を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） ただいま上程されました議案第５３号 羽幌町税条例の一部

を改正する条例につきまして、提案理由とその内容をご説明申し上げます。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、地方税法の一部を改正する法律（平成２５年法律第３号）、同

法施行令の一部を改正する政令（平成２５年政令第１７３号）及び同法施行規則の一部を

改正する省令（平成２５年総務省令第６６号）の公布に伴い、規定の整備を行うため、改

正しようとするものでございます。 

 次のページをお開き願います。羽幌町税条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町税条例（昭和３２年羽幌町条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 改正の要点は、個人町民税の字句改正や税制改正に伴う公的年金等に係る個人町民税の

特別徴収の扱いの改正と課税の特例についての改正等が主なものであります。 

 それでは、改正内容の説明をいたしますが、お配りしております羽幌町税条例の一部を

改正する条例（要旨）に基づきまして改正の内容の説明をいたします。個人町民税の改正

ですが、１番、寄附金税額控除の対象者の名称変更となります。学校法人泉学園まき幼稚

園を学校法人泉学園に変更するものであります。申請時での名称と異なる名称で町で記載

しておりましたので、この誤りを訂正するための改正であります。 

 次に、２、特別徴収を継続する改正ですが、個人の町民税を公的年金から特別徴収する
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際に納税義務者が他の市区町村に転出した場合、特別徴収を継続することが今まではでき

ませんでしたが、この継続するための改正であります。個人の町民税につきましては、年

税額の全額を賦課期日である１月１日に居住していた市区町村で納めることとなっており

ますので、転出した場合であっても普通徴収に切り替えることなく、特別徴収を継続する

改正であります。この施行日は、平成２８年１０月１日からとなります。 

 次に、３、公的年金からの特別徴収税額の見直しですが、個人の町民税を公的年金から

仮徴収する際の額を変更するもので、改正前は前年度分の本徴収額としていたものを前年

度分の年税額の２分の１とする改正であります。現行では、年税額が前年と大きく変動し

た場合、本徴収額と仮徴収額に大きな差が生じることとなります。これは、翌年度以降も

この不均衡が続くことから、これらを是正するために改正するものであります。この施行

日は、平成２８年１０月１日からとなります。 

 次に、４、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例ですが、上場株式等

に係る配当所得等の分離課税について、特定公社債である国債、地方債等の利子が追加さ

れたことに伴う改正であります。 

 次に、５、一般株式等に係る譲渡所得等に係る個人の町民税の課税の特例ですが、株式

等に係る譲渡所得等の分離課税について、一般株式等と上場株式等に係る譲渡所得等の分

離課税に分けたことに伴う改正であります。 

 このほか字句の改正や条項の整備に伴う削除及び繰り上げを行っておりますので、ご了

承願います。 

 附則につきましては、ご説明したとおり施行日の規定であり、施行日前の取り扱いにつ

いては、従前の例によるとの規定であります。 

 以上、よろしくご審議、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５３号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５３号 羽幌町税条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決さ

れました。 

 

    ◎議案第５４号 
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〇議長（室田憲作君） 日程第６、議案第５４号 羽幌町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇財務課長（三浦義之君） ただいま上程されました議案第５４号 羽幌町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容をご説明申し上げます。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案理由でありますが、地方税法の一部を改正する法律（平成２５年法律第３号）、同

法施行令の一部を改正する政令（平成２５年政令第１７３号）及び同法施行規則の一部を

改正する省令（平成２５年総務省令第６６号）の公布に伴い、規定の整備を行うため、改

正しようとするものでございます。 

 次のページをお開き願います。羽幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町国民健康保険税条例（平成２４年羽幌町条例第１０号）の一部を次のように改正

する。 

 改正の要点は、税制改正に伴い、個人町民税の課税について改正があったことから、町

民税を課税根拠とする国民健康保険税についてもあわせて改正する必要が生じたことによ

る改正であります。 

 それでは、改正内容の説明をいたしますが、お配りしております羽幌町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例（要旨）に基づきまして改正内容の説明をいたします。１、上

場株式等に係る配当所得等に係る国民健康保険税の課税の特例ですが、上場株式等に係る

配当所得等の分離課税について、特定公社債である国債や地方債等の利子が追加されたこ

とに伴う改正であります。 

 次に、２、一般株式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の特例ですが、株

式等に係る譲渡所得等の分離課税について、一般株式等と上場株式等に係る譲渡所得等の

分離課税に分けたことに伴う改正であります。 

 このほか字句の改正や条項の整備、それから削除や繰り上げを行っておりますので、ご

了承願います。 

 附則につきましては、いずれも施行日が平成２９年１月１日であり、施行日前の取り扱

いについては、従前によるとの規定であります。 

 以上、よろしくご審議、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５４号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 
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 これから議案第５４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５４号 羽幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は原案の

とおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１０分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎議案第５５号 

〇議長（室田憲作君） 日程第７、議案第５５号 羽幌町立公民館条例の一部を改正する

条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 社会教育課長、杉沢敏隆君。 

〇社会教育課長（杉沢敏隆君） ただいま上程されました議案第５５号 羽幌町立公民館

条例の一部を改正する条例の提案理由及び内容等についてご説明いたします。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案理由でございますが、書の北溟記念室の開設及び各室の統合に伴い、規定の整備を

行うため、また社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費

税法の一部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号）及び社会保障の安定財源の確

保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する

法律（平成２４年法律第６９号）の公布により、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）

及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部が改正されることに伴い、公民館使用

料の改定を行うため、改正しようとするものでございます。 

 次のページをお開きください。羽幌町立公民館条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町立公民館条例（昭和６１年羽幌町条例第１７号）の一部を次のように改正する。 

 別表３から別表５までを改正するものでございます。 

 資料の羽幌町立公民館条例新旧対照表をごらんいただきたいと思います。改正箇所につ

きましては、現行、それから改正後（案）にアンダーラインで記してございます。別表３

の公民館使用料でございますが、表の上段部分、室区分、時間区分、午前、午後、夜間、

全日の部分及び定員の欄を削除いたします。 

 各室の統合が３カ所あります。表の中段ですが、第１研修室及び第２研修室を第１研修
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室に、表の下段ですが、和室１号及び和室２号を和室に、次のページの表でございますが、

生活指導相談室及び保健指導相談室を相談室に統合いたします。これは、以前より２部屋

を１室として利用していただいており、料金も２部屋分の合計で徴収しておりました。現

状に合った形で条例を整備しようとするものでございます。 

 次に、各時間帯における使用料でございますが、現行の使用料の税抜きの金額に８％を

乗じ、１０円未満を切り捨てたものが改正後の金額でございます。３カ所の室の統合の部

分についても現行の使用料の税抜き金額の合計額に８％を乗じ、１０円未満を切り捨てた

ものが改正後の金額でございます。金額の読み上げにつきましては、省略させていただき

ます。 

 次に、資料の最初のページですけれども、中段でございます。第３研修室を第２研修室

に改めます。 

 次に、１階会議室でございますが、現在事務室として使用しておりますので、削除した

いと存じます。 

 また、談話室でございますが、書の北溟記念室に改修し、開設しておりますので、条例

から削除いたします。 

 次に、表の中段から下段にかけて実習室がございますが、２階の実習室は陶芸を加え陶

芸実習室に、３階の実習室は調理を加え調理実習室に改めるものでございます。 

 資料次のページをお開きください。別表４、公民館物件使用料でございますが、これも

同様に現行の使用料の税抜き金額に８％を乗じ、１０円未満を切り捨てたものが改正後の

金額でございます。数字については、省略させていただきます。 

 次に、別表第５の公民館使用料（定額）でございますが、入場料の類を徴収しない場合

の欄中５２０円を５４０円に改めるものでございます。 

 附則でございますが、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 以上でございます。どうぞよろしくご審議、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５５号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 質疑は省略しましたけれども、この件についても詳しくは先ほど

の反対意見と重なりますけれども、消費税が恐らく３％上がったとすれば、各自治体に来

る地方交付税のほうも消費税３％分を引き上げられた金額に相当して交付税もふえること

になるだろうと私は思うのです。そういった中での収入なども間に合うのかどうかはわか

りませんけれども、そういった中で町が自主的に判断しながら料金等の設定などを考えて

いくと。あくまでも住民負担増にならないような方向でと考えていくのが自治体の責務で

あるということを申し上げまして、この件についても反対をしたいと思います。 
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〇議長（室田憲作君） ８番、橋本修司君。 

〇８番（橋本修司君） 賛成討論をいたします。 

 提案の理由にありましたように、財政上の問題もありますし、また我々住民の応分の負

担ということも含めて賛成をしたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（室田憲作君） ほかに討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の議員はご起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（室田憲作君） 起立多数と認めます。 

 したがって、議案第５５号 羽幌町立公民館条例の一部を改正する条例は原案のとおり

可決されました。 

 

    ◎議案第５６号 

〇議長（室田憲作君） 日程第８、議案第５６号 乳幼児等医療費の支給に関する条例の

一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） ただいま上程されました議案第５６号 乳幼児等医療費の支

給に関する条例の一部を改正する条例につきまして、その提案理由と内容のご説明を申し

上げます。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、平成２６年４月１日受診分より受給資格要件を中学生まで

拡大するため、改正しようとするものであります。 

 この改正は、小学生以下に限定していた医療費負担額の無償化を中学生まで拡大し、疾

病の早期診断及び早期治療の促進、保健の向上と福祉の増進を図るものでございます。 

 お手元に配付しました新旧対照表をごらん願います。左側に現行、右側に改正後の条例

案を表記してございます。下線部分が改正箇所でございます。第２条第１号では、年齢に

ついて１２歳を１５歳に改正し、ただし書きを加えております。このただし、町長が特別

の理由があると認めたときとは、病弱、発育不全等によりまして満１６歳以上である中学

生に対しましても特別な理由と認め、この制度の対象とするものであります。 

 次に、第４条の第２項ですが、中学生の医療費自己負担分につきまして償還払い方式と

しますことから、病院等での受給者証の提示が必要でないことから、ただし書きで規則に

より中学生の受給者証の交付はしない旨を規定しているものでございます。 
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 乳幼児等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例。 

 乳幼児等医療費の支給に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第２条第１号中「１２歳」を「１５歳」に改め、同号に次のただし書を加える。 

 ただし、町長が特別の理由があると認めたときは、この限りでない。 

 第４条第２項中「しなければならない」を「するものとする」に改め、同項に次のただ

し書を加える。 

 ただし、規則で定める者については、この限りでない。 

 附則、１項、この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 ２項、平成２６年３月３１日以前において生じた医療費の支給、その他については、な

お従前の例による。 

 以上、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５６号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５６号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５６号 乳幼児等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第５７号 

〇議長（室田憲作君） 日程第９、議案第５７号 羽幌町簡易水道設置条例の一部を改正

する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇建設水道課長（安宅正夫君） ただいま上程されました議案第５７号 羽幌町簡易水道

設置条例の一部を改正する条例につきまして、その提案理由と内容のご説明を申し上げま

す。 

 平成２５年１２月１２日提出、羽幌町長。 

 提案の理由でございますが、曙地区簡易水道事業は昭和４３年３月３０日、水道事業認

可を受け、昭和４４年１月１日から給水を開始、その後炭鉱閉山から地域人口が減少、現

在は居住の業者１件と通い作となった２件の取水用井戸設備を確保することで地区の了解
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を得まして、平成２４年８月６日付曙地区簡易水道事業の廃止許可を知事より受けており

ます。今年度条例改正の手続となりましたのは、平成２４年度地区の取水設備を新設後に

旧取水設備などの撤去が年度内に対応ができないため、平成２５年度予算で施設の撤去を

終了いたしましたことから、曙地区簡易水道事業の廃止に関する規定の整備を行う改正を

しようとするものでございます。 

 羽幌町簡易水道設置条例の一部を改正する条例。 

 羽幌町簡易水道設置条例（昭和５１年羽幌町条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第３号を削る。 

 附則、この条例は、公布の日から施行する。 

 配付資料の新旧対照表をごらんいただきたいと思います。改正の内容は、現行左の第２

条第３号に規定する曙地区簡易水道事業の号を削る改正でございます。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いを申し上げます。 

〇議長（室田憲作君） これから議案第５７号について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５７号 羽幌町簡易水道設置条例の一部を改正する条例は原案のと

おり可決されました。 

 

    ◎議案第５８号～議案第５９号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１０、議案第５８号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予

算（第８号）、日程第１１、議案第５９号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）、以上２件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、舟橋泰博君。 

〇町長（舟橋泰博君） ただいま提案となりました補正予算につきまして、その提案理由

をご説明申し上げます。 

 一般会計で既定の予算総額に歳入歳出それぞれ２，４７７万８，０００円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ６０億８，６３８万円とするものでございます。 

 補正をいたします内容を申し上げます。歳出で、２款総務費、企画費において再生可能
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エネルギー等導入設計業務委託料７００万円の補正は、羽幌町エコアイランド構想事業と

して災害時などに天売島民などの避難所となる天売小中学校体育館等に再生可能エネルギ

ーを導入するために必要な設計業務を委託するもので、事業につきましては平成２６年度

を予定しており、財源は北海道再生可能エネルギー等導入推進事業補助金を全額充ててお

ります。 

 次に、３款民生費、社会福祉費において町社会福祉協議会補助金９０万円の補正は、歳

末たすけあい募金と町補助金により実施している福祉灯油給付事業について現時点での灯

油価格が１リットル１００円を超えている状況から、６５歳以上の世帯について収入制限

を緩和して実施するものであります。歳入につきましては、北海道の地域づくり総合交付

金５万円と残額は一般財源を充てております。 

 次に、６款農林水産業費、水産業振興費において販売精算システム構築事業補助金１，

０９０万円の補正は、北るもい漁業協同組合の基幹業務システム再構築に対し、事業費２，

６２５万円のうち１，０９０万円を補助するもので、財源につきましては北海道の地域づ

くり総合交付金を充てております。 

 次に、７款商工費、商工振興費において製造業水道料金補助金２１７万８，０００円の

補正は、町内の工業振興を図るため製造業者が生産活動の中で負担する水道料金の一部を

補助するもので、１月から１２月までの給水量１，０００トンを超えた分に対し１トン当

たり６０円を補助する制度であります。本年度につきましては、４月からの給水量に対し

ての補助となり、財源につきましては一般財源を充てております。 

 同じく商工振興費において地域消費活性化事業補助金３８０万円の補正は、商工業者の

景気対策のために羽幌町商工会が実施する地域消費活性化事業に対して必要経費の一部を

補助するもので、具体的にはプレミアム商品券発行額の１０％のうち９５％を補助するも

のであります。財源につきましては、一般財源を予定しておりますが、過疎債を申請して

おります。 

 以上で一般会計の説明を終わりまして、次に介護保険事業特別会計の補正につきまして

ご説明申し上げます。既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１３万６，０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ９億１，６９６万１，０００円とするものでございます。 

 歳出で、４款諸支出金において介護給付費返還金１３万６，０００円の補正は、介護給

付費の公費負担分の翌年度精算に伴う返還金でございます。歳入につきましては、介護保

険給付費等準備基金繰入金を計上しております。 

 以上が今回補正をいたします予算の内容でございます。よろしくご審議の上、ご決定賜

りますようお願い申し上げまして、提案の理由とさせていただきます。 

〇議長（室田憲作君） お諮りします。 

 審議の方法については、各会計ごとに歳入歳出一括して質疑を行い、それぞれ討論、採

決の順に従い、審議を進めることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように進めることに決定しました。 

 これから議案第５８号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第８号）について歳入

歳出一括して質疑を行います。 

 ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 議案書の９ページになりますが、３款民生費の中の社会福祉協議

会への補助金、福祉灯油の部分です。昨年度も実施されました。昨年度の対象、補助する

基準については先ほど６５歳以上と説明がありましたけれども、昨年と基準が変わった部

分があるのか、全く昨年と同じなのか、その点をお願いします。 

〇議長（室田憲作君） 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） お答えいたします。 

 昨年度の拡大分と同じ条件でございます。 

〇議長（室田憲作君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 例年ずっと毎年社会福祉協議会が行っていた福祉灯油は、たしか

年齢制限に関係なく実施していたと思います。例えばひとり親家庭やその家庭でも障がい

者がいらっしゃる家庭なども基準の収入額によっては補助対象となっていたと思うのです

が、その部分も今回町が拡大して補助をする対象として、そういったひとり親家庭や障が

い者のいらっしゃる家庭も含めるとすれば、どのぐらいの家庭がふえることになるのか、

その辺の検討などもされたのかどうか、いかがでしょうか。 

〇議長（室田憲作君） 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） お答えいたします。 

 昨年も当初の部分につきましては、議員おっしゃられたとおりまず支給しまして、配分

委員会によりますとリッター数は変わりますけれども、大体３００ぐらいということです。

そして、その後に去年も灯油の高騰がございましたので、拡大分ということで６５歳以上

の方につきましては収入に合わせて配付をしているところでございます。それで、去年の

実績なのですけれども、歳末たすけあい当初分としましては４５件、拡大分につきまして

は実績で４２件ということでございます。今年度につきましても同じような形で給付でき

るかなと考えております。 

〇議長（室田憲作君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） その数字は受けましたけれども、ですから年齢に関係なくひとり

親家庭とか障がい者のいらっしゃる家庭にも社協さんのほうでは対象としていたと思うの

です。その部分の実態、もし町が今回対象を拡大してということであればどのぐらいの対

象になるのかとか、その辺の調査なり検討なりということはどうなのかというふうにお聞

きしたのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（室田憲作君） 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） お答えいたします。 
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 まず、今年度につきましても去年と同じように社協の部分、ひとり親家庭とか、そうい

う部分につきましても当初分で入ってございます。それにあわせて、去年の追加分をあわ

せた形で実施していただくということになっていますので、数字的には去年の実績と同じ

ような金額になると考えています。 

〇議長（室田憲作君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） ということは、町が今回９０万円増額して実施してもらう、その

対象者の中にはひとり親家庭の方も含まれますよということで理解していいのですか。 

〇議長（室田憲作君） 福祉課長、鈴木典生君。 

〇福祉課長（鈴木典生君） そのとおりです。 

〇議長（室田憲作君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５８号 平成２５年度羽幌町一般会計補正予算（第８号）は原案の

とおり可決されました。 

 次に、議案第５９号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて、歳入歳出一括して質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５９号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎発議第９号 
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〇議長（室田憲作君） 日程第１２、発議第９号 議員の派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。本町の懸案事項の要望、促進を図るため及び議員の研修並びに各委員会

の調査研究のため、本日より次期定例会までの間、本議会は必要と認められる事案につい

て道内外の関係機関に議員を派遣したいと思います。なお、派遣する議員については、案

件を勘案の上、その都度議長において指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第９号 議員の派遣については原案のとおり決定されました。 

 

    ◎発議第１０号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１３、発議第１０号 各委員会の閉会中の継続調査及び審

査についてを議題とします。 

 各常任委員会及び議会運営委員会における閉会中の所管事項調査について、それぞれの

委員長から会議規則第７５条の規定により閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りします。それぞれの委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第１０号 各委員会の閉会中の継続調査及び審査については原案のと

おり決定されました。 

 

    ◎発議第１１号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１４、発議第１１号 羽幌町中心市街地活性化等調査研究

特別委員会の設置並びに委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。中心市街地活性化については、羽幌町が策定した基本計画に基づき、株

式会社ハートタウンはぼろが事業主体となって同名の施設を運営してきましたが、キーテ

ナントの撤退等から経営難となり、施設の町有化についての要請がなされたところであり

ます。議会としてもハートタウンはぼろのあり方については、地域経済に与える影響から

喫緊の課題と受けとめ、中心市街地の活性化等について調査研究を行うため、全員の議員

をもって構成する羽幌町中心市街地活性化等調査研究特別委員会を設置し、調査終了まで

閉会中の継続調査にいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案については全員の議員をもって構成する羽幌町中心市街地活性化等調

査研究特別委員会を設置し、調査終了まで閉会中の継続調査にすることに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました羽幌町中心市街地活性化等調査研究特別委員会
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の正副委員長の互選については、この場において特別委員会を開催し、指名推選により行

いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 暫時本会議を休憩し、特別委員会を開催します。 

 

休憩 午前１１時４４分 

再開 午前１１時４５分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に開催した羽幌町中心市街地活性化等調査研究特別委員会において正副委員長の

互選が行われ、その結果、委員長に４番、寺沢孝毅君、副委員長に２番、金木直文君が選

任されましたので、報告します。 

 

    ◎意見案第２号 

〇議長（室田憲作君） 日程第１５、意見案第２号 森林・林業・木材産業施策の積極的

な展開に関する意見書の提出についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 ８番、橋本修司君。 

〇８番（橋本修司君） 意見案第２号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関す

る意見書の提出について。 

 このことについて、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により意見書を提出します。 

 平成２５年１２月１２日提出。 

 提出者、羽幌町議会議員、橋本修司。賛成者、羽幌町議会議員、船本秀雄、同じく、小

寺光一。 

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書（案） 

 近年、地球温暖化が深刻な環境問題となっている中で、二酸化炭素を吸収・固定する森

林・木材に対し大きな関心と期待が寄せられているが、我が国においては、化石燃料への

依存度が高まっており、森林や木材が果たす役割は、これまで以上に重要となっていると

ころである。 

 しかしながら、本道の森林・林業・木材産業を取り巻く状況は依然として厳しく、山村

地域の存続が困難となることが懸念されるとともに、森林が有する水源のかん養や国土・

生態系の保全など公益的機能の低下への影響が危惧されている。 

 このような中、地域の特性に応じた森林の整備・保全を着実に進めるとともに、林業・

木材産業の振興を図り山村地域を活性化していくためには、森林・林業を国家戦略と位置

付けて、国の「森林・林業基本計画」等に基づき、森林施業の集約化、路網の整備、人材
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の育成等を積極的に進めるとともに、国産材の利用や木質バイオマスのエネルギー利用を

促進するなど、森林資源の循環利用による森林・林業の再生を推進することが重要である。 

 また、東日本大震災の被災地において本格的な復興を早期に図るため、復興に必要な木

材を安定的に供給できるよう取り組むことが必要である。 

 よって、国においては、次の事項を実現するよう強く要望する。 

記 

１ 地球温暖化防止、特に、森林吸収量の算入上限値３．５％の確保のための森林吸収源

対策の推進や木材利用促進を図るため、「地球温暖化対策のための税」の使途に森林吸

収源対策を追加するなど、安定的な財源を確保すること。 

２ 森林資源の循環利用による森林・林業の再生を推進するため、森林整備加速化・林業

再生基金のような地域の実情に合わせて柔軟に対応できる予算の仕組みを継続するとと

もに、必要な予算を確保すること。 

３ 環境貢献に着目した木材利用を推進するため、木造公共施設の整備や商業施設等の民

間施設の木造化・木質化への支援の強化、木材利用ポイント制度の延長・充実、さらに

は木質バイオマスのエネルギー利用を促進するための施策の充実を図ること。 

４ 安定的な林業経営の確立に向け、林業生産の基盤となる路網整備の推進、林業機械に

よる効率的な作業システムの普及、コンテナ苗による植栽など低コスト技術の開発の推

進、フォレスターや現場技術者等の人材の育成確保、さらには地域の実情に応じたエゾ

シカ森林被害対策の拡充・強化を図ること。 

５ 復興予算（森林整備加速化・林業再生事業）の使途の厳格化に伴い基金の返還が求め

られていることから、東日本大震災により被災を受けた住宅等の復興をはじめとした全

国的な木材の安定供給に支障が生じないよう、必要な予算措置を講じること。 

６ 地域の安全・安心の確保のため、津波対策等も踏まえた沿岸防災林の整備を促進する

とともに、施設の老朽化対策など治山事業を推進すること。 

７ 国有林の一体的な管理経営を通じた公益的機能の発揮のための事業実施、木材の安定

供給等の取組の推進、森林・林業再生に向けた民有林との連携強化を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２５年１２月１２日、北海道羽幌町議会議長、室田憲作。 

 意見書提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科

学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。 

 以上であります。 

〇議長（室田憲作君） 議会の運営に関する基準により、質疑並びに討論は省略すること

とします。 

 これから意見案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見案第２号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書

の提出については原案のとおり可決されました。 

 議長名をもって、それぞれの関係機関に要請することといたします。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（室田憲作君） これで本日の議事日程は全て終了しました。 

 したがって、平成２５年第６回羽幌町議会定例会を閉会します。 

（午前１１時５３分） 


